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日が経つにつれて、４ヵ所とも実の色は象牙色から水色や赤紫色、瑠璃色などに変化して
いった。一つの個体につく実の色に規則性は認められず、また、日当たりによる色の変わり
具合に大きな違いは見られなかった。 
日当たりの良い場所に生えていたものの方が、実が落ちるのが早かった。観察当初20個ほ
どの実がついていたが、早い段階で3、4個にまで減っていた。一方で、日当たりの悪い場所
に生えているものは、実のほとんどが真っ黒でしわしわになるまで落ちずに残っていた。 
 
・考察 
観察結果から、ノブドウの実の色の変化に日当たりの良し悪しは関係しないことが分かっ
た。他に考えられる理由として、土壌のpHや雨量があるが、一つの個体のなかでも実の色に
規則性は認められなかったので、それらの環境条件も実の色の変化には関係ないと考えられ
る。 
また今回焦点は当てていなかったが、日当たりの良い場所に生えている個体は、落果性が
高まるということが分かった。観察をしていくなかで、このような違った観点での発見を得
ることができた。今後、落果性についてさらに詳しく観察し、また、観察していて気になっ
た虫食いや、ノブドウを食べる小鳥なども観察してみるとよいと考える。 
